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の手術として 1) Thompson, 2) Beek!, 3) Vi-














唯今の Lungeの縫着による Anginapectoris に
対する治療の場合， A. pulmonarisと吻合を生ずる
のでしょうか．あるいは A.bronchialisとの間に吻
合を生ずるのでありましょ うか．
答
現在検討中ですが非常に難しい問題です．一方 A.
pulmonalisを結殺すると A.bronchialisの系統が著
明に発達して参りますので，このような肺を用いる
Cardiopneuopexyをも実験中です．
帥縦隔 Terafoidtumorの2例
（特にその破裂について〉
大阪医大麻国外科
生井克美 ・武内敦郎
入江義明・隠岐和彦
Harringtonの所謂縦隔 Terafoidtumor の2
例を報告した．第1例は胸部レ線により縦隔腫療を発
見されて 1ヵ月後に手術を受け，完全創出に成功した
がp 別出標本をみて，破裂寸前とも云うべき状態にあ
ったことを知った．第2例は18年前から略奪毛症（Tr-
ichophysis）があり，手術を行ったが，肺其の他周囲
組織との癒着が強（， t重癒別出不能に終った． 縦l痛
の Terafoidtumorの破裂について考察し，本腫協
は悪性化という意味からは勿論，破裂等の合併症も手
術の成否を強く左右するのでP 出来るだけ早期に刻出
すべきことを強調した．
凶交感神経系の腫湯Ganglioneuroblastoma
のi例
京大外科E恒川謙吾・武田温夫
柏原貞夫
22才の男児，腹部腫脹を主訴として入院した．右
側腹部に小児頭大の麗衝をふれP 手術の結果， む腰部
交感神経索より発生せる腫疹である事が判明した．之
は組織学的に Ganglioneuroblastoma と診断され
た．交感神経系より発生与する極療について主に組織学
的観点より考察を加えた．
問 診断に困難を感じた巨大な後腹膜脂肪
腫と胆石症の合併例
京大外科I 土屋以ー
葉痘及び後腹膜JfiR癒があり，その腫癌は波動を証明
するのも一応豚臓褒援を疑いp 種々検索したが，之
を確定し得ず，手術の結果，後腹膜脂肪に胆石症が合
併していた．摘出脂肪遁は3.1kg，一見して所調脂肪
腫で，再三組織学的に検索したが，悪性の所見は認め
られなかった．後腹膜脂肪麗と胆石症との聞に密接な
因果関係、がある様には思えない．後腹膜脂肪腫の報告
例は稀でなく，しかもその悪性度は高く，良性とみら
れる脂肪腫の大多数の中に，肉腫様変化をもっている
ことがあってF 注意深い顕微鏡的検察を行うことによ
ってのみ発見されると警告されている．従って，徹底
的な切除と同時に，術後レ線照射がのぞましい．
闘 型建腫肝 Zystenleber2例について
語大外科E 中村正則・久山健
褒腫肝の2例を報告した． I例は60才男で，褒瞳腎
と共存して，二次的肝硬変症と胆管周囲炎を合併した
症例である．他の l例は婆彊腎を伴はない症例で， 47
才女に発生した症例である．
Ml 所謂 Mondor民病の2例
西条中央病院外科島川勝文
従来梯なものとされている Mondor氏病の2例を
経験した．症例lは20才の男子で，誘因と，忠はれるも
のなく右乳房附近より右旋禽に至る皮下の索状物を認
め，右上腕の挙上に際、し索引痛を訴えた．症例2は32
才の既婚女子で，誘因なく左乳房F付近より左阪禽に至
る皮下索状物を認めp 前者と同様に左上腕の挙上に際
し索引痛を訴えた．両例ともp索状物に軽度の圧痛を認
めたが，外皮，乳房附近に何らの炎症状其他の異常を
認、めなかった．第1例は摘出，第2例は部分的切断を
行い，愁訴は消失した．組織学的検索の結果，第l例
は，従来の報告と異り主変化は中等大の動脈にあり，
Thromboarteritisと考えられた点p 特異である．
附 心膜から起る循環l呼吸反射的特に癒着
性心膜炎におけるその態度について
京大外科E河端修一
（抄録略）
(16) 実験的収縮性心膜炎おける心筋の病理
組織学的所見並に心電関：変化について
京大外科E 斎藤降司
（抄録略）
